
しせつの損害補償
社会福祉施設総合損害補償

ホームページでも内容を紹介しています
http://www.fukushihoken.co.jp

◆加入対象は、社協の会員である社会福祉法人等が運営する社会福祉施設です。

福祉施設の事故・紛争円満解決のために福祉施設の事故・紛争円満解決のために福祉施設の事故・紛争円満解決のために福祉施設の事故・紛争円満解決のために

プラン１１ （賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、個人情報取扱事業者
賠償責任保険、動産総合保険、費用・利益保険）

プラン22 （普通傷害保険）

❶ 基本補償（賠償・見舞費用）

❷ 個人情報漏えい対応補償　 ❸ 施設の什器・備品損害補償

▶保険金額

❶ 入所型施設利用者の
傷害事故補償

❷ 通所型施設利用者の
傷害事故補償

❸ 施設送迎車搭乗中の傷害事故補償
施設送迎車に搭乗中のケガに対し、プラン２‒❶、❷の
傷害保険や自動車保険などとは関係なく補償

社会福祉法人役員等の賠償責任補償

▶年額保険料（掛金）

基
本
補
償（
A
型
）

見
舞
費
用
付
補
償（
B
型
）

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型） 定　　員 基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
35,000～61,460円
68,270～97,000円

1,500円

1～50名
51～100名

以降1名～10名増ごと200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

死亡時 100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

賠
償
事
故
に
対
応

お
見
舞
い
等
の
各
種
費
用

基本補償（A型）
保険料

【見舞費用加算】
定員１名あたり
入所：1,300円
通所：1,390円

●オプション１ ●訪問・相談等サービス補償
●オプション２ ●医務室の医療事故補償 ●看護師の賠償責任補償
●オプション３ ●借用不動産賠償事故補償
●オプション４ ●クレーム対応サポート補償

保険期間１年

❶ 施設職員の労災上乗せ補償　
●オプション：使用者賠償責任補償

❷ 施設職員の傷害事故補償

〈SJNK19-14129 2020.2.7作成〉

プラン33
（労働災害総合保険、普通傷害保険、約定履行費用保険、雇用慣行賠償責任保険）

プラン44 （役員賠償責任保険）

●このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容のお問い合わせは下記までお願いします。●

1事故10万円限度 1事故10万円限度

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ

ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７〈引受幹事

保険会社〉
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

受付時間：平日の9:30～17:30（12/29～1/3を除きます。）

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険期間１年

❸ 施設職員の感染症罹患事故補償
❹ 雇用慣行賠償補償 NEW

損保ジャパン日本興亜は、関係当局の認可等を前提として、2020年4月1日に商号を変更し、「損保ジャパン」になります。

Ａタイプ Ｂタイプ Ｃタイプ
1事故・期間中 5,000万円 1億円 3億円
▶保険金額

令和２年度

日常生活自立支援事業における利用者宅への
訪問後の報告の様子（関連記事1頁）

福岡県社会福祉協議会　広報誌

Welfare of Fukuoka

今　号　の　内　容
日常生活自立支援事業

福祉用具展示室の案内

キラリ☆地域のふくしびと

赤い羽根共同募金

ふくふくINFO

p 1

p 5

p 6

p 7

p 9

No.179
2020.12

じぶんの町を良くするしくみ

赤い羽根共同募金
この広報誌は、一部共同募金の
配分金を受けて発行しています。

ふ
く
お
か
の
ふ
く
し
　
179号

　
発
行
所
／
福
岡
県
春
日
市
原
町
3丁
目
1番
地
7　
福
岡
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
）内
　
社
会
福
祉
法
人
　
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

TEL(092)584-3377 FAX(092)584-3369　
発
行
日
／
2020年（

令
和
2年
）12月

18日
　
編
集
発
行
人
／
小
川
弘
毅
　
印
刷
所
／
株
式
会
社
　
日
報

見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
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福
岡
県
で
は
、昨
年
度
、日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で
の
基
幹

的
社
協
方
式
か
ら
全
市
町
村
実
施
方
式
へ
実
施
体
制
の
移
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ

れ
に
よ
り
、対
応
の
迅
速
化
や
利
用
者
の
掘
り
起
こ
し
、関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携

強
化
な
ど
の
面
で
効
果
が
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、ま
ず
福
岡
県
に
お
け
る
現
状
を
確
認
し
た
後
、中
間
市
社
会
福
祉
協

議
会
及
び
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
取
組
を
紹
介
し
、今
後
の
支
援
の
あ
り
方
を

考
え
て
い
き
ま
す
。

　
「
掃
除
が
う
ま
く
で
き
な
い
の
で
使
え

る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
と
聞
い
た
け

ど
、ど
う
し
た
ら
利
用
で
き
る
の
？
」、

「
市
役
所
か
ら
封
筒
が
届
い
た
け
ど
、難

し
く
て
内
容
が
分
か
ら
な
い
」、「
電
気

代
を
支
払
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、止
め

ら
れ
な
い
か
不
安
」・・・
。

　

自
分
自
身
や
家
族
、近
隣
住
民
等
で
、

こ
の
よ
う
な
不
安
を
抱
え
て
い
る
方
に

思
い
当
た
り
ま
せ
ん
か
。日
常
生
活
自

立
支
援
事
業（
以
下
、「
日
自
」。）は
、認

知
症
や
、知
的
障
が
い
、精
神
障
が
い
な

ど
で
、判
断
能
力
が
不
十
分
な
た
め
、自

分
ひ
と
り
で
契
約
な
ど
の
判
断
を
す
る

こ
と
が
不
安
な
方
や
お
金
の
管
理
に

困
っ
て
い
る
方
が
、安
心
し
て
地
域
で
生

活
で
き
る
よ
う
に
お
手
伝
い
す
る
事
業

■
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
と
は

　

昨
年
11
月
以
降
の
事
業
運
営
の
変
化

に
つ
い
て
、専
門
員
の
清
水
氏
に
伺
う

と
、「
市
社
協
に
専
門
員
を
配
置
し
た
こ

と
で
、利
用
希
望
者
に
対
す
る
相
談
か

■
専
門
員
と
し
て
の
視
点

■
福
岡
県
内
の
状
況

■
中
間
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
取
組

で
、次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
、大
き
く
三
つ

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
利
用
方

法
に
つ
い
て
は
、本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
参
照
く

だ
さ
い
。

　

利
用
の
ご
相
談
は
、お
住
ま
い
の
市
町

村
の
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
、「
社

協
」）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

令
和
２
年
９
月
末
現
在
、県
内
で
は
、

福
岡
県
社
協（
市
町
村
社
協
に
事
業
の
一

部
を
委
託
）９
４
７
名
、北
九
州
市
社
協

３
０
８
名
、福
岡
市
社
協
３
９
０
名
の
利

用
者
と
契
約
を
結
ん
で
い
ま
す
。利
用
者

の
特
徴
と
し
て
、半
数
近
く
が
認
知
症

高
齢
者
で
す
が
、近
年
は
精
神
障
が
い

者
の
割
合
が
急
増
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

６
割
程
度
は
生
活
保
護
受
給
者
で
す
。

特
に
、関
係
機
関
か
ら
の
相
談
が
多
く
、

内
容
的
に
は
複
合
的
で
多
様
な
生
活
課

題
を
抱
え
た
方
が
ほ
と
ん
ど
で
、さ
ま
ざ

ま
な
機
関
・
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
支

援
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

実
施
方
式
の
移
行
に
伴
い
、中
間
市

社
協
で
は
、令
和
元
年
11
月
か
ら
新
た
に

専
門
員
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、契
約

当
事
者
と
し
て
利
用
者
を
直
接
支
援
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
間
市
社
協
の
専
門
員
、生
活
支
援

員
、利
用
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
と
お

し
て
、移
行
か
ら
１
年
を
経
過
し
た
現
在

の
取
組
状
況
、日
自
の
役
割
、他
制
度
と

の
連
携
等
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

ら
契
約
ま
で
の
期
間
が
短
縮
さ
れ
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
こ
と

が
一
番
大
き
い
と
思
い
ま
す
。利
用
者
に

関
わ
る
方
の
安
心
感
に
繋
が
っ
て
い
ま

す
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
間
市
社
協
で
は
、現
在
１３
名
の
利
用

者
を
２
名
の
専
門
員（
兼
務
）と
８
名
の

生
活
支
援
員
が
支
援
し
て
い
ま
す
。生

活
支
援
員
の
確
保
が
全
国
的
な
課
題
と

な
る
中
、市
民
後
見
人
養
成
講
座
を
と

お
し
て
、地
域
貢
献
に
意
欲
の
あ
る
人

材
を
発
掘
す
る
と
と
も
に
権
利
擁
護
の

意
識
を
醸
成
し
て
い
ま
す
。養
成
講
座

の
修
了
者
は
、将
来
的
に
市
民
後
見
人

を
目
指
し
な
が
ら
、日
自
の
生
活
支
援

員
や
法
人
後
見
事
業
の「
後
見
活
動
メ

中間市社会福祉協議会
専門員 清水 由美子さん

nakama

サービスの種類 内　　容

福祉サービスの利用援助

日常的な金銭の管理

書類等のお預かり

福祉サービスを安心して利用できるよう相談を受けます。
◯利用する福祉サービスの情報提供、助言、利用する（やめる）ための手続き等

毎日の生活に欠かせないお金の出し入れを手伝います。
◯生活費の定期的なお届け、お金の使い方についての相談等

大事な書類、はんこ、証書などを安全にお預かりします。
◯保管できるもの（年金手帳、証書、キャッシュカード等）

月々 の支払いが
きちんとできて
いるか心配…。

福祉サービスを
利用するには

どうしたらいいの？

通帳や印鑑を
どこに置いたか
忘れてしまう…。

私たちがお手伝い
いたします!!

地域で安心して生活するお手伝い

日常生活自立支援事業

ン
バ
ー
」と
し
て
、実
務
に
携
わ
り
な
が

ら
、実
践
経
験
を
積
ん
で
い
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
道
な
活
動
の
積
み
重

ね
に
よ
り
、支
援
に
必
要
な
人
数
は
も

ち
ろ
ん
、質
の
高
い
人
材
の
確
保
が
で

き
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、県
内
で
は
比
較
的
珍
し
い
取

組
と
し
て
、生
活
支
援
員
や
後
見
活
動

メ
ン
バ
ー
は
、自
身
の
担
当
支
援
日
以

外
に
も
市
社
協
の
事
務
所
に
詰
め
、専

門
員
の
補
助
業
務
や
、お
互
い
の
情
報

共
有
、先
輩
支
援
員
か
ら
新
任
支
援
員

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

清
水
氏
が「
中
間
市
社
協
で
は
、利

用
者
の
意
思
を
尊
重
し
、安
心
・
安
全

な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
見
守
り
な
ど

を
行
う
身
上
保
護
を
重
視
し
て
い
る
の

で
、こ
の
ス
タ
イ
ル
を
変
え
な
い
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。」と
話
す
と
お
り
、慣

れ
が
生
じ
る
と
ル
ー
チ
ン
に
な
り
が
ち

な
支
援
員
業
務
で
す
が
、生
活
支
援
員

同
士
で
絶
え
ず
研
鑽
を
重
ね
る
こ
と

で
、利
用
者
の
心
情
に
寄
り
添
っ
た
支

援
の
あ
り
方
を
自
己
確
認
す
る
場
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

社会福祉協議会（専門員・生活支援員）
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【
問
い
合
わ
せ
先
】生
活
支
援
課

☎
０
９
２（
５
８
４
）７
４
１
１

【
利
用
の
相
談
】

お
住
ま
い
の
社
会
福
祉
協
議
会

権利擁護のための取り組み拡充研修会の様子

　

中
間
市
社
協
で
は
、市
民
後
見
人
養

成
講
座
の
開
催
に
と
ど
ま
ら
ず
、法
人

後
見
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、現
在
３

名
の
後
見
、保
佐
を
受
任
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
日
自
か
ら
後
見
制
度
へ
移
行

し
た
方
が
い
た
た
め
、親
族
申
立
て
の

手
続
き
や
本
人
情
報
シ
ー
ト
の
作
成
な

ど
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。成
年
後
見

制
度
を
め
ぐ
る
情
勢
が
大
き
く
変
わ
る

中
、「
身
上
保
護
を
重
視
」す
る
中
間
市

社
協
の
支
援
に
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

■
成
年
後
見
制
度
と
の
連
携

　

本
会
で
は
、日
自
の
実
施
主
体
と
し

て
の
立
場
も
踏
ま
え
、大
き
く
三
つ
の
方

針
の
も
と
に
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
一
つ
目
は
、昨
年
度
、事
業
実
施
体
制

の
移
行
が
完
了
し
、新
た
な
体
制
で
の

ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、こ
れ
ま
で
の
利
用

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
滞
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、円
滑
な
運
営
を
支
援
す
る

こ
と
で
す
。

　

市
町
村
社
協
の
現
状
を
把
握
し
な
が

ら
、社
協
ご
と
の
支
援
に
注
力
す
る
と
と

も
に
、特
に
経
験
年
数
の
短
い
専
門
員
に

対
す
る
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
町
村
社
協
に
よ
っ
て
は
、専

門
員
、生
活
支
援
員
と
し
て
の
実
務
経

験
の
有
無
や
年
数
に
差
が
あ
る
た
め
、

段
階
に
応
じ
た
研
修
会
等
を
企
画
し
て

い
ま
す
。

■
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
取
組

　

こ
の
日
は
、一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る

Ａ
氏
の
支
援
に
同
行
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。　

　

Ａ
氏
の
就
労
継
続
支
援
事
業
所
か
ら

の
帰
宅
時
間
に
合
わ
せ
て
自
宅
を
訪
問

し
、生
活
費
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。金
額

を
一
緒
に
確
認
し
な
が
ら
、生
活
費
の
使

い
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
行
い
ま
す
。

　

金
銭
管
理
を
他
者
に
任
せ
る
こ
と
を
、

当
初
は「
窮
屈
に
感
じ
て
い
た
」と
い
う

■
利
用
者
の
声

　

中
間
市
社
協
で
生
活
支
援
員
と
し
て

活
動
し
て
い
る
吉
迫
氏
に
、生
活
支
援

員
に
な
っ
た
き
っ
か
け
と
、現
在
の
活
動

状
況
を
伺
い
ま
し
た
。「
両
親
が
高
齢
に

な
り
、今
後
の
生
活
を
考
え
て
い
た
と

こ
ろ
、中
間
市
社
協
が
市
民
後
見
人
養

成
講
座
を
開
催
し
て
い
る
こ
と
を
知

り
、成
年
後
見
制
度
の
勉
強
が
て
ら
受

講
し
て
み
ま
し
た
。社
協
が
日
自
を
実

施
し
て
い
る
こ
と
も
そ
こ
で
初
め
て
知

り
ま
し
た
。修
了
後
、後
見
活
動
メ
ン

■
生
活
支
援
員
と
し
て
の
思
い

中間市社会福祉協議会
生活支援員 吉迫 順子さん

nakama

バ
ー
に
登
録
し
、生
活
支
援
員
と
し
て

活
動
を
始
め
ま
し
た
。誰
も
が
同
じ
だ

と
思
い
ま
す
が
、最
初
は
緊
張
と
不
安

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、専
門
員

に
同
行
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、少
し
ず
つ

支
援
の
方
法
を
学
ん
で
い
き
ま
し
た
。

現
在
は
３
名
の
利
用
者
を
担
当
し
て
お

り
、支
援
の
際
の
会
話
で
気
に
な
っ
た
こ

と
な
ど
は
、専
門
員
に
報
告
し
、今
後
の

支
援
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。」と

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

住
民
と
地
域
生
活
課
題
を
共
有
し
、

住
民
の「
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」

と
い
う
声
や
、将
来
に
対
す
る
ぼ
ん
や

り
と
し
た
不
安
を
生
活
支
援
員
業
務
に

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
て
い
く
。社
協
の
こ
れ

ま
で
の
活
動
の
成
果
が
、新
た
な
人
材

養
成
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
支
援
員
の
や
り
が
い
に
つ
い
て

は
、「
支
援
を
続
け
て
い
る
と
、徐
々
に

利
用
者
の
考
え
が
良
い
方
向
に
変
化

し
、生
活
が
安
定
し
て
い
く
様
子
が
分

か
り
ま
す
。そ
ん
な
時
は
、と
て
も
嬉
し

く
、生
活
支
援
員
を
や
っ
て
よ
か
っ
た
な

と
思
い
ま
す
。利
用
者
の
た
め
に
と
い

う
視
点
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、自
分
の

　

二
つ
目
は
、事
業
の
適
正
な
運
営
を
確

保
す
る
上
で
は
不
可
欠
な
不
祥
事
の
防

止
で
す
。

　

日
自
は
権
利
を
守
る
た
め
の
事
業
で

あ
り
、そ
の
手
段
の
一
つ
と
し
て
他
者
の

金
銭
を
管
理
す
る
こ
と
も
あ
る
な
ど
、

社
協
が
実
施
す
る
事
業
の
中
で
も
、特

に
高
い
倫
理
観
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

市
町
村
社
協
に
は
、関
係
機
関
や
住

民
の
信
頼
の
上
に
成
り
立
つ
事
業
で
あ

る
こ
と
を
十
分
意
識
し
、内
部
け
ん
制

機
能
を
確
保
し
て
い
た
だ
く
た
め
、本

会
主
催
に
よ
る
説
明
会
や
実
地
調
査
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、他
事
業
・
他
制
度
と
の
連

携
で
す
。

　

日
自
に
は
制
度
的
な
限
界
が
あ
る
た

め
、対
応
が
で
き
な
い
事
態
が
生
じ
た

り
、課
題
に
直
面
し
た
り
す
る
こ
と
も

多
く
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、日
自
の
限
界
が
利
用
者
支

援
の
限
界
と
な
ら
な
い
よ
う
、地
域
住

民
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、既
存
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
や
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
、関
係
機
関
と
の
連
携
な
ど
、社
協
の

強
み
を
生
か
し
た
支
援
の
あ
り
方
が
求

※相談は無料です。生活保護を受給されている方は上記の利用料金も無料です。
※市町村によっては、利用料金、預かり料金が違うことがあります。

1時間まで
1時間を超えて1時間30分まで
1時間30分を超えて2時間まで
2時間を超えて2時間30分まで
2時間30分を超えて3時間まで
3時間を超えた場合

1,000円
1,350円
1,700円
2,050円
2,400円
2,750円

利 用 料 利用までの流れ

相談受付 訪問調査 支援開始支援計画作成 契　約

預かり料

お住まいの市町村の社会福祉協議会で
お預かりする場合
日常的な金銭管理にかかる書類等を預かります。
（預貯金通帳、通帳印など）
※50万円以内の預貯金通帳に限ります。

普段取り扱わないその他の書類等を預かります。
（年金手帳・証書、預金通帳、登記識別情報通知書、
　実印、キャッシュカードなど）
※500万円以内の預貯金通帳に限ります。

銀行の貸金庫等でお預かりする場合

お住まいの市町村の
社会福祉協議会に
ご相談ください

専門員が自宅・病院・
施設を訪問し、相談
にのります

本人の希望を聞き、話し合って
支援計画をつくります

利用計画を締結
します

月350円
（年4,200円）

月250円
（年3,000円）

た
め
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る

時
で
も
あ
り
ま
す
。」と
、利
用
者
と
同

じ
地
域
住
民
な
ら
で
は
の
優
し
い
気
遣

い
の
言
葉
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

Ａ
氏
で
し
た
が
、吉
迫
氏
の
優
し
く
丁
寧

な
支
援
の
お
陰
も
あ
り
、「
今
後
の
た
め

に
貯
蓄
し
た
い
」と
い
う
目
標
も
持
ち
な

が
ら
、安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
る
と
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

め
ら
れ
ま
す
。

　

特
に
、成
年
後
見
制
度
を
は
じ
め
権

利
擁
護
に
関
わ
る
諸
制
度
と
の
連
携

は
、日
自
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
に
は

不
可
欠
で
す
。

　

本
会
で
は
、市
町
村
社
協
の
成
年
後

見
制
度
へ
の
取
組
状
況
に
応
じ
て
、二
段

階
の
研
修
会
を
実
施
す
る
な
ど
に
よ

り
、県
内
全
体
の
底
上
げ
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。



  

おやまだ　  のぞむ

 

事業所名：社会福祉法人徳和会
　　　　　特別養護老人ホーム花の季苑
　　　　　介護計画サービスセンター
担　　当：主任介護支援専門員

小山田　望 さん 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

ふくしびと
キラリ★地域の

このコーナーでは、福岡県内でふくしの仕事に携わる人の
声を紹介していきます。今回は、「ふくおかライフレスキュー
事業(※)」参加法人の職員にインタビューを行います。

Vol.18

シリーズ

※ふくおかライフレスキュー事業は、福岡県社会福祉法人経営者協議会、各種別協議会及び本会で
　構成する運営委員会が実施している事業で、複数法人の連携によって生計困難者等に対する相談
　支援事業を行っています。
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自
分
に
合
っ
た
福
祉
用
具
を

探
し
て
み
ま
せ
ん
か

展示品

　

高
齢
者
福
祉
の
仕
事
に
従
事
し
て
、あ
っ

と
い
う
間
に
約
２０
年
の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。

改
め
て
思
い
返
す
と
、き
っ
か
け
は
母
親
の

勧
め
だ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。本
当
は

福
祉
と
は
全
く
違
う
職
を
目
指
し
て
い
た
の

で
す
が
、「
あ
な
た
は
福
祉
の
仕
事
が
合
っ
て

い
る
よ
。」と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
志
す

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。今
思
え
ば
自
分

よ
り
自
分
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
て
く
れ

た
母
親
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
思
い
描
く
福
祉
は
、誰
し
も
が「
ふ

つ
う
の
く
ら
し
が
し
ぬ
ま
で
で
き
る
」こ
と

の
実
現
で
す
。誰
し
も
長
い
人
生
の
途
中
に

は
き
っ
と
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
が
た
く
さ
ん

立
ち
は
だ
か
っ
て
い
ま
す
。一
人
で
は
越
え

る
こ
と
が
で
き
な
い
ハ
ー
ド
ル
も
共
に
伴

走
す
る
こ
と
で
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き

て
、と
も
に
喜
び
分
か
ち
合
え
る
そ
う
い
う

関
係
性
で
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
”寄
り
添
う
気
持
ち“
を
大
切
に

し
な
が
ら
、こ
の
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

日頃から研鑽を重ねていくことが
大切だと感じています。

ふ
く
し
の
仕
事
を

始
め
た
き
っ
か
け
は
？

ふ
く
し
の
仕
事
を

始
め
た
き
っ
か
け
は
？

　

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
、お
一
人
お
ひ
と

り
と
の「
出
会
い
」で
す
。そ
の
出
会
い
に
い

つ
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。１
０
０
人
の
方

に
出
会
え
れ
ば
、そ
こ
に
は
１
０
０
の
物
語

仕
事
の
や
り
が
い
や
、

大
事
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

仕
事
の
や
り
が
い
や
、

大
事
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

現
在
の
担
当
業
務
に
つ
い
て

現
在
の
担
当
業
務
に
つ
い
て

ど
ん
な「
ふ
く
し
び
と
」に

な
り
た
い
？

ど
ん
な「
ふ
く
し
び
と
」に

な
り
た
い
？

　
は
じ
め
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
所
属

し
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
10
年
従
事
し
た
後
、

同
法
人
の
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
移
動
す

る
こ
と
に
な
り
、現
在
は
、主
に
主
任
介
護
支

援
専
門
員
と
し
て
要
介
護
状
態
の
高
齢
者
が
、

住
み
慣
れ
た
自
宅
で
生
活
を
継
続
し
て
い
け

る
よ
う
に
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
通
じ
て
お

手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。そ
の

傍
ら
、社
会
福
祉
法
人
の
公
益
的
な
取
り
組
み

と
し
て
地
域
貢
献
事
業
、生
活
困
窮
者
の
支
援

で
も
あ
る「
ふ
く
お
か
ラ
イ
フ
レ
ス
キ
ュ
ー
事

業
」に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
事
業
を
少
し
で
も
地
域
の
方

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
広
報
か
ら
始
め

て
い
た
こ
と
や
、日
頃
か
ら
地
域
の
方
た
ち

と
の
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

民
生
委
員
さ
ん
の
相
談
か
ら
支
援
に
つ
な

が
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

が
あ
り
、そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
ふ
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。専
門
職
と
し
て
対
象
者
の
方

が
思
い
描
く
未
来
に
共
感
し
、自
分
の
知
識

や
技
術
が
少
し
で
も
お
役
に
立
て
た
時
に
”

や
り
が
い“
を
感
じ
ま
す
。人
へ
の
”興
味“
を

も
つ
こ
と
が
、こ
の
仕
事
す
る
う
え
で
大
事

に
し
た
い
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、こ
の
仕
事
を
続
け
て
い
く
中
で
、

新
し
い
知
識
や
技
術
が
増
え
て
い
き
、そ
れ

を
活
か
す
こ
と
で
支
援
が
必
要
な
方
の
生

活
の
質
が
向
上
し
て
い
く
姿
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
の
も「
ふ
く
し
の
仕
事
」の
醍
醐
味

の
ひ
と
つ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

右/WHILL Model CK：横に回る特
殊な前輪で、高い小回り性能を実現
した電動車いす。中央/くるくるセー
フティ：肘掛けがそのまま前倒れ防
止に使える回転座面シャワーキャ
リー。肘掛けの前を持つことによって
座位保持がしやすくなる。左/アイル
ウォークα：理学療法士と共同開発さ
れた優れた機能と安全性を込めた歩
行器。折りたたみ時や座面をおろし
た時に自動でブレーキがかかる。

【住　所】 〒816-0804 春日市原町3-1-7　
  クローバープラザ 東棟２階
 （福岡県介護実習・普及センター福祉用具展示室）
【電　話】 092-584-4316
【開館時間】 9：00～17：00　
【休館日】 月曜（第４月曜日は除く、月曜日が祝日の場合は翌火曜日）
  年末年始：12/28～1/4
  8月のみ：8/13～15（月曜開館）

アイルウォークα くるくるセーフティ WHILL Model CK

見て、触れて、試し
て福祉用具

　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
東
棟
２
階
に
あ
る
福
祉

用
具
展
示
室
は
、高
齢
者
や
障
が
い
を
持
っ
た

方
が
、自
分
の
力
で
日
常
生
活
を
送
る
た
め
の

福
祉
用
具
を
約
８
０
０
点
展
示
し
て
い
る
福
岡

県
内
で
も
有
数
の
施
設
で
す
。展
示
さ
れ
て
い

る
福
祉
用
具
を
実
際
に
触
っ
た
り
試
し
た
り
し

な
が
ら
、専
門
員
か
ら
使
い
方
等
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、展
示
室
で
は
、用
具
の
直
接
購
入
や

レ
ン
タ
ル
は
で
き
ま
せ
ん
が
、メ
ー
カ
ー
や
販

売
店
を
問
わ
ず
幅
広
い
情
報
の
提
供
に
努
め
て

お
り
、介
護
や
支
援
が
必
要
な
方
々
の
日
常
生

活
に
役
立
つ
用
具
の
紹
介
、相
談
も
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
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ま
し
た
。同
婦
人
会
の
み
な
さ
ん
は
、試

作
品
を
何
度
も
つ
く
り
、味
見
を
繰
り
返

し
、商
品
開
発
に
苦
労
を
重
ね
、よ
う
や

く
、今
年
度
に「
梅
シ
ロ
ッ
プ
」を
完
成
さ

せ
、「
こ
の
梅
シ
ロ
ッ
プ
は
、炭
酸
水
で
割
っ

て
飲
む
の
が一番
お
い
し
い
で
す
よ
。」と

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
商
品
ラ
ベ
ル
の
デ
ザ
イ
ン
は
、唐
原
小

学
校
３
年
生
の
児
童
た
ち
が
梅
ち
ぎ
り

な
ど
を
体
験
し
、自
分
た
ち
の
思
い
を
込

め
て
描
い
て
く
れ
た
絵
で
す
。出
上
が
っ

た
完
成
品
を
見
て
、児
童
た
ち
は
、目
を

輝
か
せ
て
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

同
支
会
の
担
当
者
は
、「
寄
付
つ
き
商

品
の
開
発
を
通

し
て
、地
域
の
み

な
さ
ん
と
つ
な

が
り
が
構
築
で

き
、さ
ら
に
小
学

生
に
は
福
祉
教

育
の一環
と
し
て

　

共
同
募
金
運
動
の
一
環
で
あ
る「
歳
末

た
す
け
あ
い
運
動
」に
は
、市
区
町
村
の

区
域
ご
と
に
行
わ
れ
る「
地
域
歳
末
た

す
け
あ
い
」と
県
域
で
行
わ
れ
る「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
歳
末
た
す
け
あ
い(

県
域)

」の
2
種

類
が
あ
り
ま
す
。

　
「
地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
」は
新
た
な

年
を
迎
え
る
時
期
に
支
援
を
必
要
と
す

る
人
た
ち
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、地
域
住
民

の
方
々
や
民
生
委

員
・
児
童
委
員
、

社
会
福
祉
協
議
会

な
ど
の
関
係
団
体

等
が
行
っ
て
い
る

様
々
な
福
祉
活
動

を
資
金
面
で
支
援

す
る
も
の
で
す
。

　

毎
年
、
12
月
1

日
か
ら
31
日
ま
で

の
1
か
月
間
、「
つ
な
が
り 

さ
さ
え
あ
う 

み
ん
な
の
地
域
づ
く
り
」を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、本
県
を
は
じ
め
全
国
各
地
で
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
歳
末
た
す
け
あ
い(

県

域)
」は
、中
央
共
同
募
金
会
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ

等
と
の
共
催
で
行
わ
れ
る
運
動
で
す
。

　

特
に
本
年
度
は
、コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら

こ
そ
地
域
の
つ
な
が
り
の
重
要
性
を
広

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
推
進
中

つ
な
が
り
を
た
や
さ
な
い
社
会
づ
く
り

【
問
い
合
わ
せ
先
】福
岡
県
共
同
募
金
会

☎
０
９
２（
５
８
４
）３
３
８
８

街頭募金の様子

　各地で展開されている「子ども食堂」の運営は不安定なところがたくさんあり
ます。さらに今年は、新型コロナウイルスの感染拡大により、学校の臨時休校や子
ども食堂の休止など、従来の低所得家庭の生活を支える仕組みが不十分である
ことが表面化しました。そんな子どもたちのために、「認定ＮＰＯ法人チャイルドケ
アセンター」は、筑紫地区５市（筑紫野市、春日市、大野城市、太宰府市、那珂川市）
の子ども食堂を中心とした「筑紫子ども食堂応援チーム」を立ち上げ、地域の生
活課題に迅速に対応するネットワークを再構築し、またフードバンクに集まる食品

を今まで以上に循環させる活動を実施し、食を通した新たな支えあいと継続的な支援を行うことを目指します。
　詳細は、本会ホームページをご覧いただくか、下記事務局あてお問い合わせください。

　
共
同
募
金
会
上
毛
町
支
会
は
、地
域
の

婦
人
会
組
織
、地
元
の
小
学
校
と
の
協
働

に
よ
る｢

寄
付
つ
き
商
品｣

の
開
発
を
通

し
て
、募
金
活
動
へ
の
理
解
を
深
め
、共

同
募
金
の
新
た
な
応
援
者
を
増
や
す
こ

と
を
目
的
に
、本
会
の
モ
デ
ル
事
業
に
応

募
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
支
会
は
、地
元
の
原
井
婦
人
会
に
声

掛
け
し
、特
産
物
で
あ
る
梅
を
活
用
し
た

商
品
づ
く
り
に
昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
い

「令和２年度ふくおか課題解決応援プロジェクト（テーマ型募金）」
「食を通じた子どもたちの居場所づくりを応援します」

～令和３年１月１日から３月３１日まで募金活動に取り組みます～

「
寄
付
つ
き
商
品 

梅
シ
ロ
ッ
プ
」の
開
発
を
通
じ
て

募
金
活
動
へ
の
応
援
者
を
増
や
す
！

児童が描いたラベル付き梅シロップ

原井婦人会のみなさんと唐原小学校の児童

令和２年度
モデル指定事業
令和２年度

モデル指定事業

上毛町支会
の
取組

上毛町支会
の
取組

歳末たすけあい募金の
つかいみち

　地域の『つながり』を支える「高齢者世帯に対する見
守り・訪問活動」や「学童生徒が高齢者に年賀状を送る
活動」、「クリスマス会などを通じた障害者共同作業所
と地域の方々とのふれあい交流事業」、「防災事業」など
の地域福祉活動や「児童福祉施設等に入所している中
学校・高等学校卒業者の進学・就職準備の支援」等に活
用されています。

子育て歳末支援事業正月用おもち配布事業

く
住
民
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
減
収
や
失
業
等
に
伴
う
生
計

困
難
や
ホ
ー
ム
レ
ス
に
陥
っ
た
り
、社
会

的
に
孤
立
す
る
な
ど
、新
た
に
顕
在
化
し

て
い
る
生
活
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取

組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、皆
様

の
温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　NPO法人やボランティア団体な
どが身の回りの地域や社会課題解
決のために行う活動を住民の皆様に
丁寧に説明しながら、共感や賛同を
いただける方から寄付を募り、その
寄付金を共同募金会が団体に配分
することにより課題解決につなげる
ものです。

ふくおか課題解決プロジェクトとは

共
同
募
金
の
役
割
を
考
え
る
機
会
と
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」と
、手
応
え
を

実
感
し
て
い
ま
し
た
。

　

商
品
は
、今
後
、地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
販
売
す
る
予
定
で
す
。
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②記録技術研修

　日　程　【高齢者分野】
 １月２０日（水）
 【障害者分野】
 基本コース１月２1日（木）
 実践コース１月２2日（金）
　場　所　クローバープラザ
 東棟５階　５０８研修室
　対　象　当該福祉施設・事業所等
 の役職員
　定　員　各日程７２名
　受講料　5,000円
　申　込　本会研修課ＨＰで確認

③社会福祉法人監事及び
　会計責任者研修

　日　時　１月27日(水)
　場　所　クローバープラザ
 1階　クローバーホール
　対　象　県内社会福祉法人の監事、会計
 責任者、理事、評議員、施設長等
　定　員　140名
　受講料　5,000円
　申　込　本会研修課HPで確認

④説明力向上研修

　日　時　A日程　2月3日(水)
 B日程　2月6日(土)
　場　所　クローバープラザ
 東棟５階　５０８研修室
　対　象　社会福祉施設及び市町村社会
 福祉協議会の管理職やリーダー
 等指導的立場にある者
　定　員　各日程７２名
　受講料　5,000円
　申　込　本会研修課HPで確認

福岡トヨペット（株）様
からの寄贈

　今年度も、福岡トヨペット株式
会社様から福岡県内の社会福祉施
設に車いす２１台を寄贈いただき
ました。
　この取組は、平成１９年１１月３０
日に同社が創業以来新車累計販売
台数６０万台を達成されたことを
記念して始められたもので、社会
貢献活動の一環として、毎年車い
すを寄贈いただいています。

　福祉サービスの質の向上および
社会福祉従事者の育成定着を促進
するため、各種研修を実施してい
ます。

求人掲載期間　
　２月 ９日（火）から
　２月16日（火）まで
ライブ配信日
　２月12日（金）・13日（土）
※参加するためには事前登録が
　必要です。

[問い合わせ先] 人材・情報課
TEL 092（584）3310

寄付・寄贈の御礼

福祉のしごと就職フェア

　社会福祉施設・事業所等と求職者
の出会いの場を提供できるよう、
「福祉のしごと就職フェア」ＷＥＢ版
（第3回）を下記の日程で開催しま
す。１回あたり１２０法人程度、一定期
間閲覧できるよう計画しており、開
催期間中は、参加法人の紹介や求
人情報提供だけでなく、参加法人
（一部）とＺＯＯＭを使ったオンライ
ン説明会も行います。

ふくおかきずなフェスティバル
　今年度は、不特定多数の方が来
場される各イベント等を中止するな
ど、新型コロナウイルス感染症対策
を十分に行った上で、規模を縮小し
て記念講演等のみ開催いたします。

WEB配信
　当日参加できない皆様のために、
　本イベントの内容を期間限定で配
　信する予定です。

配信期間（予定）
　3月1日(月)～3月31日(水)

配信場所（予定）
　YouTube及び福岡県社会福祉協
　議会のホームページ

催し

研修・講座

福祉人材センター
ホームページ

共生社会推進課
ホームページ

※新型コロナウイルスの感染拡大
 防止のため、各研修を中止・延
 期する場合があります。

①～④の研修について
[問い合わせ先] 研修課
 TEL 092（584）3401

福岡県社協研修課
ホームページ

福岡県知事表彰
民生委員・児童委員
社会福祉事業団体関係者
社会福祉事業施設従事者
心身障がい者自立更生者

　
18名
2名
46名
2名
3名

9団体

福岡県社会福祉協議会会長表彰
社会福祉事業特別功労者
民生委員・児童委員特別功労者
優良社会福祉事業施設
優良社会福祉協議会

令和2年度赤い羽根キャッチフレーズ入選作品・特別賞
最優秀作（１作品）、優秀作（10作品）、特別賞（11校）

160名
194名
10施設

3校区・地区社協

福岡県共同募金会会長表彰
20名
8支会

個人
優秀地区

個人
団体

福岡県共同募金会会長感謝
53名
15団体

社会福祉事業協助者

福岡県社会福祉協議会会長感謝
個人1名
18団体

　去る１０月２８日（水）、クローバープラザ（春日市）で福岡県社会福祉功労者表彰
式を開催しました。本年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、
例年の福岡県社会福祉大会における記念講演等を中止するなど規模を縮小する
形で行われました。
　表彰式において、福岡県知事、福岡県社会福祉協議会会長、福岡県共同募金会
会長、それぞれから表彰状・感謝状の授与が行われ、併せて赤い羽根キャッチフ
レーズの最優秀賞の表彰も実施されました。受賞された皆様、誠におめでとうござ
います。今後もますますの御活躍・御健勝をお祈り申し上げます。

・ ＨＰ掲載の申込用紙に記入のうえ、ＦＡＸまたは郵送で
 お申し込みください。後日、現品納入の際に請求書・
 振込用紙を同封いたします。
・ 本会事務局（クローバープラザ6階・2階）でも販売を
 行っています。お気軽にお問い合わせください。

・ 見開き月間スケジュール、週間スケジュール
・ 社会福祉関係法律の要点
・ 福岡県内の社会福祉施設、関係団体
 各種相談窓口の連絡先など

【問い合わせ先】総務課  ☎０９２（５８４）３３７７

※送料は別途必要定価 900円（税込）

　日　時　2月21日（日）
 13時～15時
　場　所　クローバープラザ
 （春日市原町3-1-7）
　申　込　事前申込制となっており
 　ますので、参加申込書に
 　よりメールまたはFAXで
 　お申し込みください。
　申込期限　令和３年１月８日（金）

福岡県知事感謝
民生委員・児童委員
社会福祉事業団体関係者
社会福祉事業施設従事者

　
185名
8名

113名
17名

24団体ボランティア等功労者

ボランティア等功労者

①接遇マナー向上研修

　日　程　Ａ日程　１月１９日（火）
 Ｂ日程　１月２５日（月）
　場　所　クローバープラザ
 東棟５階　５０８研修室
　対　象　社会福祉施設の中堅職員
　定　員　各日程７２名
　受講料　5,000円
　申　込　本会研修課ＨＰで確認

◆仕　　様
携帯に便利なポケットサイズ（縦１４㎝×横８．５㎝）

◆主な掲載内容

◆申込方法


